















青 野 克 尚
近年,物性測定用高圧装置として,ダイヤモンドアンビルセルの普及が著しい｡アンビルに
は天然のブリルアンカットされたダイヤモンドが利用されていて,その形状に関する議論は比
較的少ない｡
そこで,ダイヤモンドには劣るがアンビル材料としては,充分な硬度を人工サファイア(α-
A1203単結晶 ) を用いて形状と圧力発生の関係を調べた｡このことは,同じ脆性材料である
ダイアモンドの形上を議論する上で貴重な知見を与える可能性をもっ｡また,サファイアはダ
イヤモンドより光学的に優れている点が多々あり,サファイアをアンビルとして使用すること
により,光学測定可能な領域が広がる｡
本研究では,先端部テーパー角度,加圧軸の異なる7種類の対向アンビルについて調べた｡
銅のガスケットを使用し,試料としてグラファイ トを室温で加圧した｡結果,テーパー角度
180の際に最高到達圧力が最も高かった｡加圧軸の影響は少なかった｡最高到達圧力は14.2
GPaで,これはサファイアアンビルを用いた実験での従来の記録 10.OGI)a(at4.2k)を大
幅に更新するものである｡
上記の結果を拠り所として,ダイヤモンドアンビルについても人工のものを用いる実験をは
じめて試みた｡現時点では獲得できる結晶の大きさに制限され,テーパ一角180 のものではな
く,また,不純物として窒素を含有するため,黄色に着色していて圧力測定は簡単ではないが
68.3G王)aの圧力を記録することができた｡
以上述べた圧力発生の実験以外に,サファイアアンビルを用いた電気抵抗,光学吸収測定実
級,サファイアアンビル及びダイヤモンドアンビルとレーザー照射とを組み合わせた高温高圧
下の合成実験をおこなった｡
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